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2.プラン概要

1 . 計 画 期 間

人口減少社会において観光客の減少が見込まれる中で、消費額単価の高い
宿泊客やインバウンドを積極的に取り込み、交流人口の拡大や県内経済
の活性化を図ります。

目標指標 R元【実績】 R５【実績】 R９【目標】 ポイント

宿泊観光客数 989 万人泊
943 万人泊 1,104 万人泊

👉 各圏域の実情に応じて、圏域

ごとに目標値を設定します。
👉 仙台圏域から県内全域への送

客を図ります。

主な数値目標
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【県内シェア】
仙台圏域77%
他圏域23%

【県内シェア】
仙台圏域75%
他圏域25%

各圏域の
目標値

圏域 R9（目標） 対R5 圏域 Ｒ９（目標） 対R5

仙 南 75 万人泊 ＋12 仙 台 830 万人泊 ＋103
大 崎 87 万人泊 ＋33 栗 原 11 万人泊 ＋2
登 米 9 万人泊 ＋1 石 巻 44 万人泊 ＋2

気仙沼・本吉 48 万人泊 ＋8 ７圏域計 1,104万人泊

目標指標 R元【実績】 R５【実績】 R９【目標】 ポイント

外国人観光客
宿泊者数

53.4 万人泊 51.5 万人泊 120 万人泊
👉 消費額単価の高いインバウン

ドの取り込みを強化します。

「宿泊税」の導入に関する説明会・意見交換会（第２回目）



 県内宿泊者数や滞在時間の増加、繁閑期の平準化のため、
「食」、「自然」、「歴史・文化」を活用した宮城ならではの
観光コンテンツの造成を推進するとともに、市町村や観光関連
事業者の創意工夫ある取組を支援します。

戦略１ 魅力ある観光資源の創出戦略１ 魅力ある観光資源の創出

戦略２ 観光産業の活性化戦略２ 観光産業の活性化

今後の取組の方向性を以下の４つに分類し、既存財源に加え、宿泊税を有効活用しながら、
観光施策の充実・強化を図ります

戦略プロジェクト・取組の方向性
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取組イメージ

＜宮城オルレの新規コース造成＞

 観光産業が抱える人手不足や宿泊施設の収益力の向上に
向けて、人材確保やデジタル技術の導入等を推進します。

取組イメージ

・市町村毎の独自色を活かした観光地域づくり
・アウトドアコンテンツの利用促進(宮城オルレ、みちのく潮風トレイル等)
・教育旅行の誘致促進 等

・省人化・省力化設備の導入推進
・就職マッチング機会の創出や定着・スキルアップ支援 等

＜従業員のスキルアップ研修＞
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 観光地の魅力向上に向けた面的な整備や、インバウンドをはじめ
とする旅行者の利便性向上のための受入環境整備を推進するほか、
空港や駅などと観光地を結ぶ交通アクセスの充実を図ります。
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取組イメージ

具体の施策実施に当たっては、みやぎ観光振興会議や、新たに設置する宿泊事業者部会を通じて、
宿泊・観光事業者の皆様とともに施策の立案や実施施策の効果検証を行い、地域一体となって、実
効性のある観光施策を進めてまいります。

 アジア圏からの更なる誘客に加え、欧米豪の新規市場開拓に向け、
東北観光推進機構や東北各県と連携したプロモーションを行うほか、
アウトバウンドやスポーツツーリズムの推進に取り組みます。

取組イメージ

・観光地全体の魅力向上（ライトアップ、廃屋撤去等）
・観光施設等のキャッシュレス対応・多言語化の推進
・シャトルバス、レンタカー、乗合タクシーによる周遊促進 等

・海外市場別のプロモーションの強化
・県内学校の海外教育旅行の推進
・プロスポーツと連携した誘客、学生スポーツ大会・合宿誘致の推進 等

戦略３ 観光客受入環境整備の充実戦略３ 観光客受入環境整備の充実

＜周遊バスの運行＞

戦略４ 国内外との交流拡大の促進戦略４ 国内外との交流拡大の促進
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＜欧州からのインバウンドモニターツアー＞


